
 

 

７ 実現化方策 

 

 １０年後のまちの姿を実現するためには、単に戦略プロジェクトの取り組みを進めるのではなく、

常に成果を意識しつつ、必要な情報、資源、手段を駆使し、市民や事業者との連携を高め、行政と

しての政策実行力を向上させていくことが必要です。 

こうしたことを踏まえ、次の６つを実現化方策として設定します。 

 

 【実現化方策】 

   １ 情報の共有           ４ 共創の推進    

   ２ 地域資源の有効活用       ５ 行財政の適切な経営 

   ３ 担い手の育成          ６ ＤＸの推進 

    

    

 

 これらは、戦略プロジェクトの実現に向けた共通の基盤であるとともに、相互に連携することで

実現化方策自体が相乗効果を生み出しながら、戦略プロジェクトを推進していくことを目指します。 

例）市民と地元企業と市が情報共有して進める ⇒ 地域資源などの再発見・特産品の開発 

多様な担い手づくりを意識しながら進める ⇒ 地域での新たな連携・協力関係の形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「共創」の考え方 
市民・事業者・行政などの各主体が、共に創り出すことを目指して、 

「参加」「参画」「協働」を超えた新たな地平でパートナーシップを 

形成することにより、革新的な活動や成果を生み出すこと。 
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